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クル・エアターボ・ラムジェットエンジン(Gas Generator Cycle - Air Turbo Ramjet，GG-ATR 
Engine)が候補に選定された．同エンジンは，通常のターボジェットエンジンとは異なり，独立し
たガスジェネレータ(Gas Generator，GG)の燃焼ガスによりタービンを駆動する．現在，GG 単体




図 1 GG-ATR エンジン 
 
 





ムクーリング式 GOX/GH2 トーチ点火器を採用している．前年度までは図 3左のようなノズルが
分岐されていない点火器で着火試験を行ってきた．しかし，図 2で示したように 2基の GG をひ
とつの点火器で着火させるため，本年度は図 3右に示すノズルを二股に分岐させた点火器につい
て着火試験を行った．以下の表 1に GG点火器の仕様を示す．  
 
表 1 GG点火器仕様 
項目 記号 単位 点火器 
酸化剤 𝑂 - GOX 
燃料 𝐹 - GH2 
総流量 ?̇? g/s 約 4.0 
混合比 𝑂/𝐹 - 
コア部 20 
ノズル部 2 
燃焼室圧力 𝑃𝐼𝐺 MPaA <0.5 
 
   
 
 























図 4 GG点火器試験供給系系統図 
 
３－２．作動シーケンス 
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